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は
じ
め
に

　

橋
本
末
吉
（
一
九
〇
二
│
一
九
九
一
）
が
収
集
し
た
中
国
近
代
絵
画
は
、
清

末
期
か
ら
民
国
期
に
か
け
て
上
海
を
拠
点
と
し
た
い
わ
ゆ
る
海
上
派
の
優
品
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る（

１
）。
な
か
で
も
そ
の
代
表
的
な
書
画
家
で
あ
る

呉
昌
碩
（
一
八
四
四
│
一
九
二
七
）
の
作
品
は
五
〇
点
を
か
ぞ
え
、
近
代
絵
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を
な
す
。
金
石
文
や
篆
刻
の
法
を
用
い
た
気
骨
の
あ
る

鋭
い
墨
線
で
人
気
を
博
し
た
呉
昌
碩
は
花
卉
画
を
得
意
と
し
て
お
り
、
橋
本
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
「
藤
花
爛
漫
図
」（
一
九
一
六
）
を
筆
頭
に
し
て
数
多
く
の

優
品
を
そ
ろ
え
て
い
る
。一
般
に
、呉
昌
碩
の
作
品
を
語
る
と
き
、「
金
石
第
一
、

書
法
第
二
、
花
卉
第
三
、
山
水
外
行
（
素
人
の
意
）」
と
い
う
評
価
が
広
く
浸

透
し
て
い
る
が（

２
）、

し
か
し
そ
れ
で
も
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
そ
の
代
表
的
作

品
と
し
て
「
黄
山
古
松
図
」（
一
九
一
五
）
を
有
す
る
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
。

　

橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
呉
昌
碩
の
山
水
図
が
二
幅
あ
り
、「
黄
山
古
松
図
」

の
ほ
か
の
も
う
一
幅
は
、「
雪
山
飛
瀑
図
」（
一
九
一
四
）
で
あ
る
。

　
「
雪
山
飛
瀑
図
」
は
、「
黄
山
古
松
図
」
に
比
し
て
小
品
な
が
ら
、
淡
墨
で
雪

景
の
凛
と
し
た
空
気
を
表
現
し
た
佳
作
で
あ
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
そ

の
雪
の
描
法
に
つ
い
て
、
呉
昌
碩
は
款
識
で
「
摩
崖
山
人
」、
す
な
わ
ち
清
の

雍
正
、
乾
隆
期
の
花
卉
画
家
の
陳
率
祖
（
生
卒
年
未
詳
）
に
学
ん
だ
と
記
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
呉
昌
碩
の
画
作
で
、
明
清
の
画
人
の
名
を
挙
げ
て
そ
の
筆

法
に
倣
う
と
表
明
す
る
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
陳
率
祖
の
名
は
ほ
と
ん
ど

見
出
し
得
な
い
。
あ
え
て
そ
の
名
を
挙
げ
て
山
水
図
を
描
い
た
こ
と
は
、
呉
昌

碩
が
山
水
図
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の
態
度
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
雪
山
飛
瀑
図
」
を
手
が
か
り
に
し
て
、
呉
昌
碩
の
山

水
図
を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
花
卉
に
秀
で
た

画
家
が
描
い
た
山
水
図
と
し
て
本
図
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
あ
わ
せ
て
橋
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
、
戦
後
日
本
で
の
呉
昌
碩
作
品

の
真
贋
を
め
ぐ
る
鑑
賞
空
間
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
日
本
に
お
け
る
受
容
の
一

端
を
う
か
が
い
た
い
。

花
卉
画
家
の
山
水
図

│
呉
昌
碩
「
雪
山
飛
瀑
図
」（
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
つ
い
て

│
呉
　
　
　
　
　
孟
　
　
晋
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「
雪
山
飛
瀑
図
」
に
つ
い
て

　
「
雪
山
飛
瀑
図
」【
図
１
】
は
絖
本
墨
画
で
、
縦
一
三
二
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
四
一
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
作
品
で
あ
る
。

　

雪
を
か
ぶ
っ
た
大
中
小
三
本
の
松
樹
を
手
前
に
し
て
、
一
筋
の
瀑
布
が
山
の

端
か
ら
流
れ
落
ち
る
。
瀑
布
の
上
方
に
は
古
刹
が
あ
り
、
観
者
は
そ
こ
ま
で
の

道
の
り
の
険
し
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ど
ん
よ
り
と
し
た
寒
空
の
も

と
、
沈
鬱
な
な
か
に
も
凛
と
し
た
空
気
が
張
り
つ
め
る
雪
景
山
水
の
佳
作
で
あ

る
。

　

直
立
す
る
松
の
大
樹
と
瀑
布
に
よ
り
、
縦
方
向
に
前
景
の
左
右
を
区
切
り
、

歪
曲
す
る
松
樹
と
切
り
立
っ
た
山
の
稜
線
で
画
面
左
奥
に
視
線
を
い
ざ
な
う
対

角
線
の
構
図
を
も
つ
。
雪
景
を
表
す
た
め
に
、
背
景
の
濃
淡
を
淡
墨
の
微
妙
な

諧
調
で
掃
き
分
け
た
こ
と
で
、
手
前
の
三
本
の
松
樹
と
瀑
布
の
輪
郭
が
「
塗
り

残
し
」
に
よ
っ
て
浮
き
上
が
り
、
雪
景
山
水
の
奥
行
き
の
あ
る
空
間
を
生
み
出

し
て
い
る
。

　

絵
画
表
現
と
し
て
一
定
の
達
成
を
得
た
本
図
の
抒
情
性
を
高
め
て
い
る
の

は
、
や
は
り
呉
昌
碩
書
画
の
特
徴
で
あ
る
画
中
の
題
詩
款
識
で
あ
る
。

本
図
の
款
識
と
印
章
は
、次
の
よ
う
に
読
め
る（「
／
」は
改
行
を
示
す
）【
図
２
】。

﹇
原
文
﹈

　
　

 

策
杖
重
行
行
、
大
雪
驚
一
瞥
、
回
雲
撥
不
開
、
／
游
到
頗
空
濶
、
寺
古
鐘

欲
沈
、
石
隠
法
難
説
、
／
結
交
青
松
枝
、
古
貌
如
礼
仏
、
一
松
／
古
欲
仙
、

一
松
翠
猶
潔
、
真
相
爪
張
龍
、
深
根
澗
盤
鉄
、
快
雪
／
有
時
晴
、
抱
帖
尤

快
絶
、
／

　
　

 

甲
寅
冬
十
一
月
、学
摩
崖
山
人
／
画
雪
法
、形
雖
不
肖
而
神
在
个
／
中
矣
、

呉
昌
碩
、
時
年
七
十
有
一
、

　
　

 「
呉
俊
之
印
」（
白
文
方
印
）、「
呉
昌
碩
」（
朱
文
方
印
）、「
古
鄣
」（
白
文

方
印
）

﹇
読
み
下
し
文
﹈

　
　

 

杖
を
策
き
て
重
ね
て
行
き
行
き
、
大
雪
に
驚
き
一
瞥
す
。
回
雲
撥
す
れ
ど

開
か
ざ
る
に
、
游
到
り
て
頗
る
空
濶
な
り
。
寺
古
く
し
て
鐘
沈
ま
ん
と
欲

図
１　

呉
昌
碩
「
雪
山
飛
瀑
図
」
一
九
一
四
年
、
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
２　
「
雪
山
飛
瀑
図
」
題
詩
款
識
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し
、
石
隠
法
難
を
説
く
。
交
わ
り
を
結
ぶ
青
松
の
枝
、
古
貌
礼
仏
の
如
し
。

一
松
の
古
仙
た
ら
ん
と
欲
し
、一
松
の
翠
猶
お
潔
し
。真
相
張
龍
を
爪
し
、

深
根
盤
鉄
を
澗
す
。
快
雪
時
晴
有
り
、
帖
を
抱
え
て
尤
だ
快
絶
な
り
。

　
　

 
甲
寅
冬
十
一
月
、
摩
崖
山
人
の
雪
を
画
く
の
法
に
学
ぶ
。
形
肖
な
ら
ず
と

雖
ど
も
、
神
は
个
の
中
に
在
る
か
な
。
呉
昌
碩
、
時
に
年
七
十
有
一
。

　

題
詩
は
「
雪
」
に
ち
な
ん
で
、
王
羲
之
の
「
快
雪
時
晴
帖
」
を
連
想
さ
せ
る

五
言
排
律
で
あ
る
。
雪
中
行
旅
の
労
苦
の
末
に
、
古
刹
に
た
ど
り
着
い
た
感
慨

を
記
し
た
。
首
句
の
「
杖
を
策
き
て
重
ね
て
行
き
行
き
」
は
漢
の
「
古
詩
十
九

首
」
の
「
行
行
重
ね
行
き
行
く
」
を
、
第
三
句
の
「
回
雲
撥
す
れ
ど
開
か
ざ
る

に
」
は
蘇
軾
の
「
有
美
堂
暴
雨
」
中
の
一
句
「
満
座
の
頑
雲
撥
す
れ
ど
開
か
ず
」

を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
呉
昌
碩
の「
詠
雪
」詩
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

な
か
で
も
『
缶
廬
集
』
巻
二
所
収
の
「
堅
匏
庵
の
詠
雪
を
集
め
、
坡
翁
の
聚
星

堂
韻
を
用
う
」
に
あ
る
「
明
歳
豊
登
真
に
快
絶
な
り
」
と
「
寒
極
み
て
春
回
り

驚
き
一
瞥
す
」
の
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
帖
を
抱
え
て
尤
だ
快
絶
な
り
」
の
「
快

絶
」
と
「
大
雪
に
驚
き
一
瞥
す
」
の
「
驚
一
瞥
」
の
語
を
含
ん
で
い
る（

３
）。

　

題
詩
款
識
の
書
体
は
呉
昌
碩
特
有
の
右
肩
上
が
り
の
鋭
い
行
書
で
、
画
中
に

あ
る
茫
漠
た
る
冬
空
を
引
き
締
め
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
図
は
詩
と
書
と
画
の

三
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
観
者
を
行
旅
の
文
人
の
境
地
に
い
ざ
な
う
。

　

年
紀
は
「
甲
寅
冬
十
一
月
」、
す
な
わ
ち
中
華
民
国
三
年
（
一
九
一
四
）、
呉

昌
碩
七
十
一
歳
の
作
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
呉
昌
碩
は
前
年
に
就
任
し
た
西
泠

印
社
社
長
の
職
に
あ
っ
た
。
呉
昌
碩
の
書
画
篆
刻
を
求
め
る
者
は
日
ご
と
に
増

え
、
呉
昌
碩
を
支
え
る
弟
子
と
し
て
、
呉
待
秋
（
名
は
徴
、
一
八
七
八
│
一
九

四
九
）
や
趙
子
雲
（
名
は
起
、
一
八
七
四
│
一
九
五
五
）
に
続
い
て
、
親
交
の

あ
る
実
業
家
の
王
一
亭
（
名
は
震
、
一
八
六
七
│
一
九
三
八
）
が
加
わ
っ
た
頃

で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
人
士
と
の
交
流
が
盛
ん
と
な
り
、
九
月
に
は
白
石

六
三
郎
（
一
八
六
八
│
一
九
三
四
）
が
経
営
す
る
上
海
の
日
本
料
亭
・
六
三
園

に
て
初
の
個
展
を
開
催
。
こ
の
図
が
で
き
た
「
十
一
月
」
す
な
わ
ち
新
暦
十
二

月
頃
は
、
長
年
、
親
交
を
深
め
て
き
た
漢
学
者
の
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
│
一

九
四
二
）
が
日
本
に
帰
国
し
た
時
期
に
あ
た
る
。

　

長
尾
雨
山
は
名
を
甲
、
号
は
雨
山
、
石
隠
、
无
悶
道
人
な
ど
と
い
い
、
明
治

三
五
年
（
一
九
〇
二
、
光
緒
二
八
）
か
ら
大
正
三
年
（
民
国
三
）
ま
で
上
海
に

お
り
、
商
務
印
書
館
に
勤
務
し
た
。
雨
山
に
贈
ら
れ
た「
山
水
図
」（
一
九
一
四
、

大
阪
市
立
美
術
館
）【
図
３
】
は
「
雪
山
飛
瀑
図
」
と
同
年
の
作
品
で
あ
り
、

元
末
四
大
家
の
呉
鎮
（
号
は
梅
道
人
）
に
倣
い
、
湿
潤
か
つ
奔
放
な
墨
線
を
も

ち
い
た
作
品
で
あ
る（

４
）。

呉
昌
碩
は
漢
魏
盛
唐
を
尊
ぶ
雨
山
の
た
め
に
、
こ
の
時

代
を
宗
と
し
た
呉
懋
謙
（
号
は
独
樹
老
人
）
の
詩
風
と
帰
隠
に
な
ぞ
ら
え
た（

５
）。

な
お
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
題
詩
中
の
一
句
「
石
隠
法
難
説
」
に
は
、
雨
山
の

別
号
「
石
隠
」
が
見
え
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
款
記
に
あ
る
「
摩
崖
山
人
」
と
は
、
清
の
雍
正
、
乾
隆

期
の
写
生
の
妙
手
で
知
ら
れ
た
陳
率
祖
の
号
で
あ
る
。「
摩
崖
山
人
の
雪
を
画

く
の
法
に
学
ぶ
」
と
あ
り
、
本
図
の
主
題
が
「
雪
」
の
表
現
に
あ
っ
た
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
よ
う
。

図
３　

呉
昌
碩
「
山
水
図
」
一
九
一
五
年
、
大
阪
市
立
美
術
館
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陳
率
祖
と
呉
昌
碩

　

呉
昌
碩
が
「
雪
山
飛
瀑
図
」
で
師
法
の
対
象
と
し
て
名
を
挙
げ
た
陳
率
祖
の

略
伝
は
『
墨
香
居
画
識
』『
練
水
画
徴
録
』『
墨
林
今
話
』『
海
上
墨
林
』『
画
伝

編
韻
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
蔣
宝
齢
の
『
墨
林
今
話
』
の
記
述
を
引

用
す
る
（
傍
点
は
筆
者
、
以
下
同
）。

　
　

 

摩
崖
山
人
陳
率
祖
字
怡
庭
、
湖
南
祁
陽
人
、
可
斎
相
国
従
子
、
工
水
墨
松

石
禽
虫
花
卉
筆
意
縦
恣
為
近
日
写
生
能
手

0

0

0

0

0

0

0

、
余
曾
見
其
牡
丹
巨
幅
高
枝
挺

立
花
葉
疎
散
苔
石
坡
草
倶
異
凡
工
上
系
絶
句
云
、
好
花
直
似
菩
薩
面
、
万

緑
叢
開
丈
二
紅
、
記
得
洛
陽
驢
背
上
、
分
帰
春
色
到
山
中
、
又
嘗
見
其
山

0

0

0

0

0

水
一
小
幀

0

0

0

0

、
用
已
退
筆
作
平
巒
疎
樹
気
韻
荒
率
設
以
浅
絳
、
逸
品
也（

６
）、

　

陳
率
祖
は
上
海
近
郊
の
嘉
定
知
県
の
任
に
あ
っ
た
士
大
夫
画
家
で
あ
る
。
湖

南
祁
陽
の
人
で
あ
る
が
、
地
方
官
と
し
て
の
任
地
は
嘉
定
の
ほ
か
に
上
海
の
宝

山
で
あ
り
、
明
清
の
湖
南
画
家
の
な
か
で
も
石
谿
や
何
紹
基
ら
の
よ
う
に
江
南

地
方
を
活
動
の
拠
点
と
し
た（

７
）。
た
だ
し
、
そ
の
作
品
は
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
お
ら

ず
、
上
海
博
物
館
に
「
菊
花
図
」【
図
４
】
が
、
天
津
博
物
館
に
「
柳
溪
風
帆
図
」

【
図
５
】
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
市
場
に
数
点
出
品
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
二
〇
一
一
年
六
月
の
北
京
・

匡
時
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
秋
澗
泛
舟
図
」【
図
６
】
が
出
た
。

　

陳
率
祖
の
著
録
で
注
目
し
た
い
の
は
、
雍
正
、
乾
隆
年
間
に「
写
生
の
能
手
」

と
評
さ
れ
た
史
実
で
あ
り
、
山
水
は
「
又
、
嘗
て
其
の
山
水
一
小
幀
を
見
る
」

と
付
帯
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

８
）。

　
「
菊
花
図
」
は
、
茎
を
長
く
伸
ば
し
た
二
本
の
折
枝
の
菊
花
の
描
い
た
没
骨

の
墨
彩
画
で
あ
る
。『
墨
林
今
話
』
が
叙
述
す
る
よ
う
に
、
支
柱
を
添
え
ず
に

蔓
の
よ
う
に
長
く
し
な
っ
た
茎
に
茂
っ
た
葉
は
ま
ば
ら
で
あ
り
、
そ
の
先
に
咲

き
誇
る
菊
花
も
楚
々
と
し
た
印
象
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
、
清
時
代
を
通
じ
て

図
５　

 

陳
率
祖
「
柳
溪
風
帆
図
」
天
津
博
物
館
（『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
一
〇
巻
（
一
九

九
三
年
）
よ
り
）

図
４　

 

陳
率
祖
「
菊
花
図
」
上
海
博
物
館
（『
中
国
古
代
書
画
図
目
』
五
巻
（
一
九
九
〇
年
）

よ
り
）
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流
行
し
た
惲
寿
平
様
式
の
華
や
か
な
濃
彩
の
花
卉
画
と
は
対
照
的
な
作
風
で
あ

り
、
文
人
花
卉
画
の
ひ
と
つ
の
典
型
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
呉
昌
碩
の
花
卉

画
に
は
、
こ
の
よ
う
に
長
く
茎
を
伸
ば
し
た
作
品
が
数
多
く
あ
り
、
な
か
で
も

「
国
色
国
香
図
」（
一
八
九
四
、
京
都
国
立
博
物
館
（
森
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
））

【
図
７
】
の
牡
丹
は
「
菊
花
図
」
の
構
図
に
倣
っ
た
か
の
よ
う
な
趣
が
あ
る
。

　

一
方
の
「
柳
溪
風
帆
図
」
や
「
秋
澗
泛
舟
図
」
に
見
え
る
陳
率
祖
の
山
水
図

の
特
徴
は
、
花
卉
図
の
よ
う
に
淡
墨
潤
筆
で
樹
木
や
家
屋
を
象
り
、
山
容
は
暈

染
に
よ
り
大
き
く
全
体
の
形
態
を
と
ら
え
、
し
な
や
か
で
細
い
潤
筆
の
描
線
で

山
襞
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
肌
に
つ
く
点
苔
や
樹
葉
は
、
濃
墨
の
暈
染
を

も
ち
い
て
近
景
と
遠
景
の
奥
行
き
を
対
比
的
に
見
せ
る
。「
柳
溪
風
帆
図
」
の

前
景
に
あ
る
、
風
に
そ
よ
ぐ
柳
樹
の
枝
に
墨
線
の
鋭
さ
が
見
え
る
も
の
の
、
概

し
て
穏
や
か
な
江
南
の
江
水
風
景
を
印
象
的
に
写
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
陳
率
祖
の
山
水
二
図
の
描
写
を
確
認
す
る
と
、
た
し
か
に
「
雪

山
飛
瀑
図
」
と
は
径
庭
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
実
、
呉
昌
碩
の
山
水
図
の
な

か
で
も
光
緒
年
間
を
中
心
と
す
る
初
期
の
作
品
は
、
こ
の
画
風
を
踏
襲
し
て
い

た
。

　

呉
昌
碩
没
後
の
民
国
一
八
年
（
一
九
二
九
）
に
出
版
さ
れ
た
『
缶
廬
老
人
詩

書
画
第
一
集
』
収
録
の
「
壬
辰
山
水
八
紙
巻
」
は
そ
の
な
か
の
代
表
的
作
品
に

あ
た
る（

９
）。

こ
の
山
水
図
巻
は
八
図
か
ら
な
り
、
第
一
図
と
第
五
図
に
「
壬
辰
十

二
月
」
の
年
紀
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
光
緒
一
八
年
（
一
八
九
二
）、
呉
昌
碩

四
十
九
歳
の
作
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る）

10
（

。

　

試
み
に
、
第
三
図
【
図
８
】
と
第
四
図
【
図
９
】
を
見
て
み
よ
う）

11
（

。
前
者
は

松
樹
が
、
後
者
は
柳
樹
が
画
の
主
題
で
あ
る
。
前
者
の
淡
墨
で
あ
ら
わ
し
た
山

容
と
後
者
の
枝
を
長
く
垂
ら
し
た
柳
は
、
陳
率
祖
の
「
柳
溪
風
帆
図
」
で
の
描

法
に
近
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
後
者
の
な
か
で
、
ご
く
淡
い
墨
で
さ
っ
と
横
に

掃
い
て
あ
ら
わ
さ
れ
た
江
水
の
表
現
は
、「
秋
澗
泛
舟
図
」
の
中
景
に
あ
る
小

舟
の
周
囲
の
水
紋
に
見
出
せ
る
。
こ
の
二
図
は
陳
率
祖
に
比
べ
て
筆
力
が
や
や

強
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
陳
率
祖
山
水
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
他

の
六
図
も
同
じ
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
後
年
の
呉
昌
碩
作
品
を
知
っ
た
眼
で
は
、「
壬
辰
山
水
八
紙
巻
」

は
一
瞥
で
粗
略
な
印
象
を
受
け
、
金
石
の
筆
法
に
通
じ
る
力
強
さ
を
見
出
し
が

た
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
細
く
淡
い
墨
線
は
鋭
利
で
あ
り
、
数
少
な
い
筆

線
で
形
態
を
よ
く
と
ら
え
て
い
る
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
呉
昌
碩
が
金
石
甲
骨

図
７　

呉
昌
碩
「
国
色
国
香
図
」
一
八
九
四
年
、
京
都
国
立
博
物
館
（
森
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

図
６　

 

陳
率
祖
「
秋
澗
泛
舟
図
」（『
北
京
・
匡
時
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
』
カ
タ
ロ
グ

　
　
　
（
二
〇
一
一
年
六
月
）
よ
り
）
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文
な
ど
上
古
の
筆
法
へ
の
学
習
を
深
め
る
に
つ
れ
て
、
陳
率
祖
の
流
れ
を
く
む

山
水
図
を
描
き
続
け
て
ゆ
く
の
に
は
限
界
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

よ
う
。

　
『
缶
廬
集
』
所
収
の
「
仲
熊
を
勖
す
」
に
て
、
呉
昌
碩
は
「
わ
が
画
は
長
と

す
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。
し
か
れ
ど
も
す
こ
ぶ
る
画
理
を
知
る
」
と
自
ら
の
作
画

の
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

12
（

。『
缶
廬
別
存
』
旧
刊
本
自
序
で
は
「
画
に
お

い
て
は
青
藤
、
雪
个
を
嗜
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
に
、
呉
昌
碩
が
好
ん
だ
の
は
徐

渭
や
八
大
山
人
で
あ
る）

13
（

。
呉
昌
碩
に
と
っ
て
、
明
清
の
画
人
は
つ
ね
に
師
法
の

対
象
で
あ
り
、
徐
渭
、
八
大
山
人
、
石
濤
、
揚
州
八
怪
へ
と
続
く
文
人
画
の
流

れ
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た）

14
（

。
そ
の
な
か
で
花
卉
図
に
お
い
て
は
、
今
日
さ
ほ

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
張
学
広
（
名
は
孟
皋
）
や
張
賜
寧
（
名
は
桂
巌
）
の
名
が

挙
が
る
の
は
、
当
時
の
画
壇
で
の
流
行
を
差
し
引
い
て
も
、
呉
昌
碩
自
ら
の
研

鑽
に
よ
り
主
体
的
に
選
択
さ
れ
た
範
例
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る）

15
（

。

　

な
か
で
も
、
本
図
の
よ
う
に
不
得
手
と
さ
れ
た
山
水
図
に
お
い
て
、
花
卉
画

家
に
し
て
山
水
に
長
じ
た
陳
率
祖
へ
の
師
法
を
表
明
し
た
こ
と
は
、
実
際
の
作

風
へ
の
傾
倒
と
い
う
よ
り
も
、
花
卉
画
家
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
制
作
し
た

と
い
う
画
人
の
態
度
へ
の
敬
慕
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。す
な
わ
ち
、

陳
率
祖
に
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
呉
昌
碩
芸
術
の
根
幹
を
な
す
要
素
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
篆
刻
家
た
ち
の
視
点

　

と
こ
ろ
で
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
に
は
素
木
箱
が
付
属
し
て
お
り
、
そ
の
蓋
に

は
次
の
よ
う
な
墨
書
が
あ
る
。

図８　呉昌碩「壬辰山水八紙巻」のうち第三図、一八九二年（『缶廬老人詩書画第一集』（一九二九年）より）

図９　「壬辰山水八紙巻」のうち第四図、同前
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﹇
箱
蓋
表
﹈

　
　

呉
缶
翁
雪
景
山
水
絖
本
、

﹇
同
裏
﹈

　
　

庚
寅
春
三
月
初
吉
、
平
盦
園
田
穆
敬
題
、

　

筆
者
の
「
園
田
穆
」
は
、
篆
刻
家
の
園
田
湖
城
（
一
八
八
六
│
一
九
六
八
）

の
こ
と
。
名
は
耕
作
、
字
は
清
卿
、
後
に
穆
と
名
乗
っ
た
。
号
は
平
盦
。
藤
井

有
鄰
館
主
事
を
経
て
、
同
風
印
社
を
結
成
し
京
都
の
篆
刻
界
を
主
導
。
日
展
審

査
員
も
つ
と
め
た
。
年
紀
の
「
庚
寅
春
三
月
」
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）

三
月
に
あ
た
る
。
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
で
、
園
田
湖
城
は
五
点
の
作
品

に
箱
書
き
し
た
が
、
呉
昌
碩
は
こ
の
一
点
の
み
で
あ
る）

16
（

。

　

し
か
し
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
は
こ
れ
ま
で
積
極
的
に
公
開
さ
れ
て
き
た
作
品

で
は
な
か
っ
た
。
園
田
湖
城
は
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
に
箱
書
き
し
た
二
年
後
の

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）、
京
都
の
陽
明
文
庫
で
「
缶
翁
回
顧
展
」（
主
催
は

同
風
印
社
・
陽
明
文
庫
同
好
会
、
会
期
は
五
月
二
四
、
二
五
日
）を
開
い
た
が
、

本
図
は
出
品
さ
れ
て
い
な
い）

17
（

。
ま
た
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）、
山
形
県

酒
田
市
の
本
間
美
術
館
に
て
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
呉
昌
碩
作
品
を
展
観
し
た

「
呉
昌
碩
絵
画
│
呉
昌
碩
と
そ
の
周
辺
」
展
で
も
同
様
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た）

18
（

。

　

今
日
と
な
っ
て
は
、
そ
れ
ら
の
理
由
を
う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
戦
後
に
な
っ
て
呉
昌
碩
の
山
水
図
へ
の
評
価
が
低
迷
し
た
時
期
が
長
く
続

い
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
収
蔵
家
や
書
画
家
の
間
で
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
代
作

の
可
能
性
と
そ
の
当
否
が
議
論
さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

次
に
掲
げ
る
の
は
、
陽
明
文
庫
で
の
「
缶
翁
回
顧
展
」
に
ち
な
ん
で
設
定
さ

れ
た
、
雑
誌
『
墨
美
』
掲
載
の
座
談
会
で
の
一
場
面
で
あ
る
。

　
　

 【
園
田
】（
前
略
）
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
日
本
人
で
相
当
な
人
が
皆
言
う
の
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

す
け
れ
ど
も
呉
昌
碩
に
は
山
水
が
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
け
れ
ど
も

0

0

0

0

、
や
れ
ぬ
と
い
う
こ

0

0

0

0

0

0

0

と
は
な
い

0

0

0

0

。篆
書
は
書
く
が
行
書
は
書
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
か
ら
、

　
　
【
小
笹
】
山
水
も
あ
る
は
ず
で
す
な
。

　
　
【
園
田
】
山
水
画
で
は
、
潤
筆
料
が
花
卉
ほ
ど
に
は
出
な
い
か
ら
な
。

　
　
【
小
笹
】
そ
れ
は
や
す
い
花
卉
の
方
が
よ
い
で
す
な
。

　
　

 【
園
田
】
人
物
画
と
い
う
も
の
も
少
い
、
私
ら
の
持
つ
て
お
る
観
音
図
な

ん
か
、
な
る
ほ
ど
王
一
亭
か
な
と
思
う
け
れ
ど
も
、
自
分
も
や
ろ
う
と
思

つ
た
か
も
知
ら
ん）

19
（

。

　

座
談
会
は
、「
呉
昌
碩
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
、
昭
和
二
七
年
六
月
二
八
日

に
京
都
・
北
野
の「
お
か
も
と
」で
、
神
田
喜
一
郎
、
園
田
湖
城
、
小
笹
喜
三
、

長
廣
敏
雄
、
須
羽
水
雅
の
五
人
が
集
ま
り
開
か
れ
た
。
京
都
国
立
博
物
館
長
の

神
田
が
口
火
を
切
っ
て
湖
城
に
展
観
の
意
図
を
聞
き
、
詩
書
画
印
の
四
絶
た
る

呉
昌
碩
芸
術
の
全
貌
を
語
り
合
っ
た
。

　

引
用
文
中
で
発
言
し
て
い
る
小
笹
喜
三
は
長
尾
雨
山
の
高
弟
で
、
陽
明
文
庫

主
事
。
湖
城
は
、
呉
昌
碩
が
山
水
を「
や
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
は
な
い
」と
し
て
、

山
水
が
少
な
い
理
由
に
潤
筆
料
の
高
さ
を
挙
げ
て
い
る
。松
村
茂
樹
に
よ
れ
ば
、

民
国
元
年
（
一
九
一
二
）、
六
十
九
歳
の
『
缶
廬
潤
目
』
で
「
山
水
視
花
卉
例

加
両
倍
」
と
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
不
得
手
の
山
水
の
依
頼
を
封
じ
込
め
る
た
め

で
あ
る
と
す
る）

20
（

。「
缶
翁
回
顧
展
」で
は
、
前
述
の
長
尾
雨
山
宛
て
の「
山
水
図
」

を
は
じ
め
、
山
水
図
が
六
幅
出
陳
さ
れ
た）

21
（

。

　

園
田
湖
城
に
か
ぎ
ら
ず
、
戦
後
日
本
で
の
呉
昌
碩
評
価
の
形
成
に
は
篆
刻
家

が
少
な
か
ら
ず
か
か
わ
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
金
石
家
と
し
て
の
側
面
か
ら
呉
昌

碩
芸
術
を
探
求
し
て
ゆ
く
た
め
、
呉
昌
碩
が
苦
手
と
認
め
る
山
水
図
に
た
い
す
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る
評
価
は
必
然
的
に
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　

京
都
の
園
田
湖
城
に
対
し
て
、
東
京
の
篆
刻
界
を
牽
引
し
た
松
丸
東
魚
（
一

九
〇
一
│
一
九
七
五
）
も
呉
昌
碩
芸
術
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
一
人
で
あ
る）

22
（

。
東

魚
は
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
に
自
ら
が
編
集
し
た
『
呉
昌
碩
書
画
集
』
の

な
か
で
、
呉
昌
碩
の
山
水
図
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
た
。

　
　

 

昨
年
王
一
亭
の
息
、
王
傳
熊
さ
ん
が
拙
宅
へ
遊
び
に
来
て
、
談
た
ま
た
ま

呉
翁
の
事
に
及
び
、
私
が
取
り
出
し
て
見
せ
た
様
々
な
翁
の
書
画
集
の
中

で
、
数
点
の
山
水
画
を
見
出
し
急
に
呵
々
大
笑
し
て
曰
く
「
こ
れ
は
父
の

か
い
た
も
の
で
す
よ
」
と
。
全
く
そ
の
通
り
で
、
落
款
は
正
し
く
翁
の
も

の
で
あ
り
な
が
ら
、
画
が
代
筆
と
断
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
大
部
分
で

あ
つ
た
。
然
し
一
か
ら
十
ま
で
代
筆
で
あ
つ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

全
部
王
一
亭
だ
と
き
め
て
か
か
る
の
は
頗
る
早
計
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
こ
こ
に
収
め
た
二

0

0

0

0

0

0

0

点
の
如
き

0

0

0

0

、
そ
の
筆
意
を
仔
細
に
み
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
正
し
く
呉
翁
の
も
の
に
違
ひ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

な
い
と
信
じ
て

0

0

0

0

0

0

、
私
は
こ
こ
に
掲
出
し
た
も
の
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る0

）
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東
魚
が
「
掲
出
」
し
た
山
水
図
は
、「
両
敦
蓋
宭
図
横
披
」（
一
九
一
三
、
掲

載
時
は
金
山
鑄
斎
の
所
蔵
）
と
「
山
水
図
」（
一
九
一
五
、
同
）
で
あ
る
。
東

魚
は
呉
昌
碩
の
山
水
図
に
は
王
一
亭
に
よ
る
代
筆
が
多
い
と
し
つ
つ
、
真
筆
を

具
体
的
に
提
示
し
た
。
日
展
顧
問
を
つ
と
め
た
小
林
斗
盦
（
一
九
一
六
│
二
〇

〇
七
）も
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
出
版
の
『
呉
昌
碩
の
す
べ
て
』
に
て
、

東
魚
と
は
鑑
定
の
視
点
を
異
に
す
る
も
の
の
、
同
様
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。

　
　

 

三
二
頁
の
山
居
図
は
、
若
年
の
山
水
作
品
と
し
て
珍
品
に
属
す
る
。
古
来

山
水
は
南
画
の
正
宗
と
し
て
、
画
に
志
す
者
の
第
一
目
標
で
あ
っ
た
。
当

然
呉
翁
も
同
一
の
志
向
を
持
っ
た
ろ
う
が
、中
年
に
着
手
し
然
も
無
器
用
、

早
く
あ
き
ら
め
て
花
卉
を
専
門
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
現
存
す

0

0

0

0

0

0

る
鳥
虫

0

0

0

・
人
物

0

0

・
山
水
の
殆
ど
は
代
作
の
も
の
と
断
じ
て
よ
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
河
井

0

0

﹇
引

用
者
註
・
荃
廬
﹈
先
生

0

0

の
証
言
も
あ
る
が

0

0

0

0

0

0

0

、
山
水
は
王
一
亭

0

0

0

0

0

0

・
呉
待
秋

0

0

0

、

人
物

0

0

・
翎
毛
は
王
一
亭
の
代

0

0

0

0

0

0

0

0

作0

。
更
に
花
卉
の
作
品
に
も
王
一
亭
・
呉
蔵

龕
の
代
作
乃
至
偽
作
が
混
在
す
る）

24
（

。

　

斗
盦
は
、
印
を
河
井
荃
廬（
一
八
七
一
│
一
九
四
五
）に
、
書
を
西
川
寧（
一

九
〇
二
│
一
九
八
九
）
に
師
事
し
て
お
り
、
呉
昌
碩
と
交
流
し
た
河
井
荃
廬
の

流
れ
を
く
む
篆
刻
家
と
し
て
山
水
の
真
筆
の
範
囲
を
「
32
頁
の
山
居
図
」【
図

10
】
の
よ
う
な
草
創
期
の
作
品
の
み
に
限
定
し
た）

25
（

。
斗
盦
は
さ
ら
に
以
下
の
よ

う
に
呉
昌
碩
を
め
ぐ
る
日
本
の
鑑
賞
界
の
現
状
を
批
判
し
て
い
る
。

　
　

 

古
く
か
ら
現
在
に
い
た
る
多
く
の
図
録
に
、
必
ら
ず
山
水
の
作
品
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
呉
昌
碩
の
書
法
を
熟
知
す
れ
ば
、
一
見
そ
の
筆
致
が
異

な
る
こ
と
が
判
る
は
ず
で
あ
る
。
二
一
八
頁
の
二
種
の
山
水
作
品
を
見
て

欲
し
い
。
一
は
水
墨
山
水
幅
で
呉
昌
碩
自
身
が
題
署
し
た
も
の
、
一
は
王

一
亭
の
設
色
山
水
扇
面
で
あ
る
。
特
に
部
分
掲
載
し
た
人
物
の
酷
似
し
た

さ
ま
を
よ
く
比
較
さ
れ
た
い
。
呉
の
鍛
錬
を
経
た
渾
厚
な
線
質
│
特
に
篆

書
│
を
知
れ
ば
、
こ
ん
な
生
硬
な
も
ろ
い
線
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。
な
る

ほ
ど
王
一
亭
・
呉
蔵
龕
な
ど
も
缶
翁
を
巧
み
に
模
倣
し
て
い
る
が
、
そ
の

修
練
の
度
合
い
に
天
地
霄
壌
の
差
が
あ
る
。
画
の
審
定
に
は
、
書
画
篆
刻

の
並
行
し
た
鑑
識
が
な
け
れ
ば
駄
目
で
あ
る
。
そ
の
点
、
わ
が
国
で
は
今

も
っ
て
そ
の
配
慮
勉
強
が
足
り
な
い
。
河
井
荃
廬
先
生
西
川
竫
盦
先
生
の

眼
識
に
心
服
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る）

26
（

。
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「
二
一
八
頁
の
二
種
の
山
水
作
品
」
の
う
ち
、
斗
盦
が
王
一
亭
の
代
筆
で
あ

る
と
指
摘
し
た
の
は
、
民
国
三
年
作
の「
竹
林
七
賢
図
」（
京
都
国
立
博
物
館（
森

岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
））【
図
11
】
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
松
丸
東
魚
や
小
林
斗
盦

ら
が
代
作
者
と
し
て
指
摘
し
た
王
一
亭
や
呉
待
秋
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
山
水
図

を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

山
水
図
の
代
作
者
た
ち

　

王
一
亭
は
名
を
震
と
い
い
、
号
は
白
龍
山
人
。
法
名
は
覚
器
。
江
蘇
呉
興（
湖

州
）
の
人
で
、
上
海
生
ま
れ
。
大
阪
郵
船
や
日
清
汽
船
の
買
弁
を
経
て
、
上
海

実
業
界
を
主
導
す
る
一
人
と
な
っ
た
。
実
業
、
美
術
と
も
に
日
本
と
の
つ
な
が

り
が
深
く
、
仏
教
へ
の
信
仰
も
厚
か
っ
た
。

　

小
林
斗
盦
が
代
筆
と
鑑
定
し
た
呉
昌
碩
の
「
竹
林
七
賢
図
」
は
、
た
し
か
に

王
一
亭
の
山
水
描
写
の
特
徴
が
端
的
に
出
た
作
品
で
あ
る
。
斗
盦
は
こ
の
図
の

東
屋
に
集
う
高
士
た
ち
の
描
写
を
、
王
一
亭
筆
「
山
水
図
扇
面
」
の
窓
外
の
人

物
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
と
例
証
す
る
。
山
水
表
現
に
つ
い
て
は
、
王
一
亭
の

山
水
図
の
な
か
で
も
大
幅
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
が
よ
く
表
わ
れ
た
「
松
林
山
水

図
」（
一
九
二
三
、
京
都
国
立
博
物
館
（
多
名
賀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
））【
図
12
】

と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
「
松
林
山
水
図
」
の
描
写
は
、
潤
筆
で
代
赭
や
淡
墨
を
も
ち
い
て
遠
山
や
主

山
の
量
塊
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
渇
筆
で
樹
叢
や
近
景
の
大

き
な
松
林
を
描
い
て
、
山
の
中
腹
に
あ
る
禅
寺
を
め
ざ
し
て
歩
み
を
す
す
め
る

僧
侶
を
取
り
囲
む
雄
大
な
空
間
を
演
出
す
る
。
岩
塊
が
い
く
つ
も
突
出
し
た
特

異
な
景
観
を
見
せ
る
主
山
や
そ
れ
ら
に
施
さ
れ
た
点
苔
は
、「
竹
林
七
賢
図
」

に
も
共
通
す
る
描
法
で
あ
る
。
描
線
に
つ
い
て
、
樹
木
も
松
と
竹
の
違
い
は
あ

る
が
、
濃
墨
の
短
筆
を
重
ね
て
葉
叢
を
描
出
し
た
り
、
斗
盦
が
「
設
色
山
水
扇

面
」
で
指
摘
し
た
着
衣
に
丸
み
の
あ
る
人
物
を
描
い
た
り
す
る
の
も
、
王
一
亭

画
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
は
斗
盦
の
い
う
「
生
硬
な
も
ろ
い
線
」
に
相
当
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
で
改
め
て
呉
昌
碩
の
山
水
図
を
見
て
み
る
と
、た
と
え
ば
、

図
11　

呉
昌
碩
「
竹
林
七
賢
図
」
一
九
一
四
年
、
京
都
国
立
博
物
館
（
森
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

図
10　

呉
昌
碩
「
山
居
図
」（『
呉
昌
碩
の
す
べ
て
』（
一
九
七
七
年
）
よ
り
）
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同
じ
森
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
「
高
士
曳
杖
図
」（
一
九
一
六
、
京
都
国
立

博
物
館
）
は
「
王
一
亭
」
様
式
の
作
品
と
い
え
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、
呉
待
秋
の
山
水
図
の
特
徴
は
濃
墨
で
渇
筆
を
も
ち
い
て

丸
み
の
あ
る
造
形
と
稠
密
な
景
物
の
配
置
に
あ
る
。

　

呉
待
秋
は
名
を
徴
と
い
い
、
待
秋
は
字
で
あ
る
。
号
は
春
暉
外
史
、
鷺
鶯
湾

人
、
抱
鋗
居
士
。
浙
江
崇
徳
（
桐
郷
）
の
人
。
山
水
画
家
の
呉
滔
（
伯
滔
）
の

次
子
で
あ
る
。
商
務
印
書
館
美
術
部
に
勤
務
し
、『
古
今
名
人
書
画
集
』
な
ど

を
編
集
し
た
が
、
後
に
画
業
に
専
念
。
山
水
は
家
学
を
受
け
継
ぎ
、
花
卉
は
呉

昌
碩
に
学
ん
だ
。

　

呉
待
秋
の
代
表
的
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
仰
天
窩
図
」（
一
九
三
一
、
京

都
国
立
博
物
館
（
須
磨
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
））【
図
13
】
は
、
黄
賓
虹
、
兪
剣
華
、

鄭
午
昌
の
同
題
図
と
巻
子
に
合
装
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
上
記
の
特
徴
は
他
家
の

作
か
ら
も
際
立
っ
て
い
る
。
こ
の
図
の
中
心
は
高
台
に
あ
る
画
の
依
頼
主
の
別

荘
「
仰
天
窩
」
で
あ
り
、
山
並
み
は
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
俯
瞰
的
な
視
点

で
奥
行
き
を
見
せ
る
。
そ
れ
は
濃
墨
を
主
に
し
な
が
ら
も
、
各
峰
の
造
形
を
淡

く
墨
を
掃
い
て
示
し
た
こ
と
に
よ
る
。
別
荘
の
周
囲
に
あ
る
樹
木
は
濃
墨
で
表

し
、
観
者
の
視
線
を
集
め
る
こ
と
で
画
の
全
体
の
調
子
を
整
え
て
い
る
。

　

呉
昌
碩
は
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
弟
子
の
呉
待
秋
に
山
水
の
画
法
を
問
う
て
い

た）
27
（

。
少
な
く
と
も
、
呉
昌
碩
は
山
水
に
つ
い
て
全
く
筆
を
執
ら
な
か
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
克
服
す
べ
き
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

一
方
で
、
王
一
亭
、
呉
待
秋
と
並
ぶ
呉
昌
碩
の
高
弟
で
あ
る
趙
子
雲
の
山
水

図
は
、
呉
待
秋
山
水
の
特
徴
を
柔
和
に
し
た
か
の
よ
う
な
、
淡
墨
潤
筆
を
多
く

も
ち
い
る
作
風
で
あ
る
。

　

趙
子
雲
は
名
を
起
、
ま
た
は
雲
壑
と
い
い
、
子
雲
は
字
で
あ
る
。
江
蘇
呉
県

（
蘇
州
）
の
人
。
光
緒
二
九
年
（
一
九
〇
三
）、
三
十
歳
の
時
に
蘇
州
に
て
当
時

図
12　

 

王
一
亭
「
松
林
山
水
図
」
一
九
二
三
年
、
京
都
国
立
博
物
館

　
　
　
（
多
名
賀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

図13　 呉徴「仰天窩図」一九三一年、京都国立博物館
　　　（須磨コレクション）
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六
十
歳
の
呉
昌
碩
に
入
門
し
、
そ
の
片
腕
と
な
っ
た
。
花
卉
に
秀
で
た
が
、
山

水
も
画
い
た
。

　

趙
子
雲
筆
「
雲
嵐
積
処
図
」（
一
九
二
四
、
日
本
習
字
教
育
財
団　

観
峰
館
）

【
図
14
】
は
淡
彩
の
作
品
で
、
な
だ
ら
か
に
積
み
あ
が
る
山
々
の
皴
を
細
筆
で

重
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
示
し
て
い
る
。
山
肌
に
薄
く
掃
か
れ
た
代
赭
は
、
山
襞
の

凹
凸
を
巧
み
に
表
し
て
お
り
、
陰
影
法
を
踏
ま
え
た
近
代
的
な
景
観
描
写
に
近

接
す
る
。
景
物
を
象
る
筆
線
は
太
く
や
や
粗
放
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
積

雲
の
山
水
と
い
う
画
の
抒
情
性
を
高
め
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

上
海
の
芸
術
界
に
通
じ
、
呉
昌
碩
の
人
と
な
り
を
知
る
鄭
逸
梅
が
「
呉
昌
碩

は
山
水
を
得
意
と
せ
ず
、山
水
画
は
往
々
に
し
て
趙
子
雲
が
代
わ
り
に
作
し
た
」

と
記
し
た
よ
う
に）

28
（

、
山
水
は
趙
子
雲
ら
弟
子
た
ち
に
よ
る
代
作
で
あ
る
と
の
証

言
に
枚
挙
の
暇
が
な
い
。
と
は
い
え
、
呉
昌
碩
の
山
水
図
の
な
か
で
、
は
た
し

て
呉
待
秋
も
し
く
は
趙
子
雲
が
ど
れ
を
代
筆
し
た
の
か
、
具
体
的
に
指
摘
す
る

こ
と
は
大
変
な
困
難
を
と
も
な
う
。

　
「
倣
張
瑞
図
山
水
図
」（
一
九
一
二
、
京
都
国
立
博
物
館
（
森
岡
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
））【
図
15
】
は
、
呉
昌
碩
が
明
末
の
張
瑞
図
に
倣
っ
た
山
水
図
で
あ
る
。
題

詩
の
一
句
に
「
臨
水
の
虚
亭
、
夕
辺
り
を
照
ら
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
太
湖

の
虚
亭
に
ち
な
ん
で
湖
水
に
浮
か
ぶ
孤
亭
が
画
の
中
心
で
あ
る）

29
（

。孤
亭
に
高
樹
、

そ
し
て
湖
水
を
は
さ
ん
で
な
だ
ら
か
に
広
が
る
山
容
を
配
し
た
構
図
は
破
綻
な

く
ま
と
め
ら
れ
て
が
、
そ
れ
ら
の
描
線
に
は
呉
昌
碩
特
有
の
鋭
さ
が
見
え
ず
、

全
体
に
柔
和
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
図
の
款
書
は
「
壬
子
長
夏
、
趙
生
雲
壑
の
処
を
過
ぎ
て
、
張
瑞
図
立
幅

を
見
ゆ
。
筆
意
高
逸
、
神
韻
精
絶
、
為
に
一
過
を
臨
す
」
と
読
め
る
。
す
な
わ

ち
、
呉
昌
碩
が
「
趙
生
雲
壑
の
処
」、
す
な
わ
ち
趙
子
雲
の
居
所
で
張
瑞
図
の

軸
を
目
睹
し
、
そ
の
高
逸
さ
、
精
絶
さ
に
感
じ
入
っ
て
臨
摸
し
た
こ
と
を
云
う
。

あ
る
い
は
、
こ
の
図
は
趙
子
雲
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
呉
昌
碩
は
臨
摸
の

主
体
、
す
な
わ
ち
作
画
者
を
示
さ
ず
に
落
款
を
著
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な

い
。

呉
昌
碩
の
雪
景
山
水
図

　

そ
れ
で
は
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
は
、
呉
昌
碩
山
水
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
図
と
画
題
を
同
じ
く
す
る
雪
景
山
水
図
に
は
、
た
と
え
ば
「
雪
中
山
水

図
」（
一
九
一
四
）【
図
16
】）

30
（

や
「
雪
景
山
水
図
」（
一
九
一
五
）【
図
17
】）

31
（

、「
烹

雪
鳴
松
図
」（
一
九
一
五
、
個
人）

32
（

）、「
夏
冬
山
水
図
」の
う
ち
冬
幅（
一
九
一
八
、

図
14　

趙
子
雲
「
雲
嵐
積
処
図
」
一
九
二
四
年
、
日
本
習
字
教
育
財
団 

観
峰
館

図
15　

呉
昌
碩
「
倣
張
瑞
図
山
水
図
」
一
九
一
二
年
、
京
都
国
立
博
物
館

　
　
　
（
森
岡
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
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京
都
国
立
博
物
館）

33
（

）、「
雪
景
山
水
図
」（
一
九
一
九
、
個
人）

34
（

）
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
な
か
で
、
構
図
、
景
物
と
も
「
雪
山
飛
瀑
図
」
と
比
較
し
う
る
の
は
、

前
二
者
、
同
年
同
月
作
の
「
雪
中
山
水
図
」
と
二
か
月
後
の
民
国
四
年
（
一
九

一
五
）
元
旦
作
の
「
雪
景
山
水
図
」
で
あ
る
。
前
者
は
一
九
九
〇
年
に
鴻
禧
芸

術
文
教
基
金
会
が
出
版
し
た
『
三
石
選
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
平

成
二
四
年
（
二
〇
一
二
）
九
月
の
東
京
・
中
央
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
。

後
者
は
白
石
六
三
郎
（
号
は
鹿
叟
）
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
大
正
九
年
（
一
九

二
〇
）に
長
崎
の
林
源
吉
が
編
輯
と
発
行
を
兼
ね
て
双
樹
園
か
ら
出
版
し
た『
呉

昌
碩
先
生
画
帖
』
に
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

両
図
に
見
え
る
溪
谷
、
瀑
布
、
松
樹
、
積
雪
の
様
態
は
、
ど
れ
も
「
雪
山
飛

瀑
図
」
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
細
く
鋭
角
的
な
山
の
稜
線
と
立
方

体
を
積
み
重
ね
て
形
作
ら
れ
た
岩
肌
、
垂
直
に
落
下
す
る
瀑
布
の
水
流
、
濃
墨

の
短
筆
を
細
か
く
集
め
て
象
ら
れ
た
松
葉
の
傘
、
淡
墨
と
画
宣
紙
の
塗
り
残
し

で
表
現
さ
れ
た
積
雪
の
厚
み
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
款
書
に
あ
る
「
形
肖
な
ら
ず
と
雖
ど
も
、
神
は

个
の
中
に
在
る
か
な
」
の
一
言
は
、
白
石
六
三
郎
宛
て
の
「
雪
景
山
水
図
」
の

「
仏
経
に
云
う
、
不
似
の
似
は
是
大
似
と
為
す
、
此
の
画
有
る
か
な
」
と
同
曲

で
あ
る
。
こ
の
款
書
の
前
に
云
う
「
鹿
叟
属
し
、
為
に
江
上
外
史
に
擬
し
て
写

す
」
の
「
江
上
外
史
」
は
、
笪
重
光
（
一
六
二
三
│
一
六
九
二
）
を
指
す
。
笪

重
光
は
字
を
在
辛
、
号
を
江
上
外
史
と
い
い
、
鎮
江
句
容
の
人
。
順
治
九
年（
一

六
五
二
）
の
進
士
。
山
水
は
南
徐
（
鎮
江
）
の
気
象
を
得
て
、
蘭
竹
も
得
意
と

し
た
。
陳
率
祖
ほ
ど
師
法
へ
の
強
い
自
意
識
は
な
い
も
の
の
、
款
書
も
一
定
の

様
式
を
踏
襲
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
は
い
え
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
着
雪
の
表
現
は
、
松
樹
の
幹
と
葉
の
片
側

が
丁
寧
に
型
抜
き
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
二
図
と
比
べ
て
単
純
な
塗
り
残
し
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
先
に
こ
の
図
の
主
題
は
画
文
と
も
「
画
雪
」
に
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
が
、
呉
昌
碩
の
雪
景
山
水
図
の
な
か
で
も
、
画
面
に
緊
密
な
構
図

を
持
ち
こ
み
、
全
体
に
筆
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
の
は
「
雪
山
飛
瀑
図
」
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
は
、
呉
昌
碩

の
山
水
図
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
型
の
ひ
と
つ
を
選
択
し
て
制
作
さ
れ
た
作

品
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
他
作
に
抜
き
ん
で
た
佳
作
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

そ
の
う
え
で
、こ
の
図
が
は
た
し
て
呉
昌
碩
の
真
筆
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

判
断
が
わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

呉
昌
碩
の
山
水
図
は
、
先
に
「
壬
辰
山
水
八
紙
巻
」
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

図
16　

 

呉
昌
碩
「
雪
中
山
水
図
」
一
九
一
四
年
（『
東
京
・
中
央
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
』

　
　
　

カ
タ
ロ
グ
（
二
〇
一
二
年
九
月
）
よ
り
）

図
17　

 

呉
昌
碩
「
雪
景
山
水
図
」
一
九
一
五
年
（『
呉
昌
碩
先
生
画
帖
』

　
　
　
（
一
九
二
〇
年
）
よ
り
）
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初
期
の
作
は
草
略
な
筆
法
を
も
ち
い
て
景
物
を
印
象
的
に
と
ら
え
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
流
れ
は
松
石
図
の
派
生
で
あ
る
「
乱
石
山
松
図
」（
一
八
九
四
、

浙
江
省
博
物
館
）
や
「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
翌
年
に
制
作
さ
れ
た
「（
鄱
湖
奇
景
図
」

（
一
九
一
五
、
上
海
美
術
館
）【
図
18
】に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る）

35
（

。
こ
れ
ら
は
、

や
は
り
依
然
と
し
て
「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
描
法
と
隔
た
り
が
あ
る
の
は
否
め
な

い
。

　

一
方
で
、
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の「
黄
山
古
松
図
」【
図
19
】は
民
国
四
年（
一

九
一
五
）
秋
、「
鄱
湖
奇
景
図
」
の
す
ぐ
後
に
制
作
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ

の
図
に
あ
る
松
幹
、
松
葉
そ
し
て
岩
塊
を
あ
ら
わ
す
濃
墨
の
筆
線
は
、
た
と
え

ば
、
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
「
奇
松
図
」【
図
20
】
の
松
葉
の
集
密
ぶ
り
に
匹

敵
し
、
金
石
文
の
筆
法
に
通
じ
た
典
範
的
な
花
卉
図
の
そ
れ
で
あ
る
。「
雪
山

飛
瀑
図
」
の
松
の
針
葉
は
描
線
が
短
く
、「
黄
山
古
松
図
」
や
「
奇
松
図
」
と

は
や
や
異
に
す
る
も
の
の
、
本
図
の
筆
線
を
呉
昌
碩
の
手
に
な
る
も
の
で
な
い

と
即
断
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
「
雪
山
飛
瀑
図
」
を
蔵
し
た
橋
本
末
吉
は
、
昭
和
五
〇
年
の
「
呉
昌
碩
絵
画
」

展
図
録
で
「
絵
画
の
場
合
も
王
一
亭
な
ど
に
人
物
、
鳥
、
山
水
を
代
筆
さ
せ
た

図
20　

呉
昌
碩
「
奇
松
図
」
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

図
18　

呉
昌
碩
「
鄱
湖
奇
景
図
」
一
九
一
五
年
、
上
海
美
術
館
（『
名
家
翰
墨
』
三
八
号

　
　
　
（
一
九
九
三
年
）
よ
り
）

図
19　

呉
昌
碩
「
黄
山
老
松
図
」
一
九
一
五
年
、
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
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も
の
が
あ
る
が
題
款
は
必
ず
自
分
で
書
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る）

36
（

。
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
見
解
は
必
ず
し
も
橋
本
末
吉
の
独
自
の
も
の
で
は

な
い
が
、
自
ら
の
眼
力
を
恃
ん
で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
コ
レ

ク
タ
ー
の
言
と
し
て
、
発
言
の
重
み
は
批
評
家
や
研
究
者
の
比
で
は
な
い
。

　

本
稿
に
お
い
て
、「
雪
山
飛
瀑
図
」
の
「
画
」
を
、
た
だ
ち
に
呉
昌
碩
の
真

筆
と
断
定
す
る
確
証
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
の
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
図
が
「
呉
昌
碩
の
山
水
図
」
の
な
か
で
も
代
表
的
作
品
と
見
な
し
う
る
佳

作
で
あ
る
こ
と
に
揺
る
ぎ
は
な
い
。
た
と
え
弟
子
た
ち
に
作
画
さ
せ
て
も
、
題

款
だ
け
は
自
署
し
て
い
た
と
い
う
呉
昌
碩
の
態
度
は
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
作

品
が
「
呉
昌
碩
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
流
通
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
中
国
近
代
絵
画
に
お
け
る
代
作
と
は
、
た
だ
ち
に
贋
作
を
意

味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
画
家
、
代
作
者
そ
し
て
コ
レ
ク
タ
ー
の
三
者
の
了
解

の
う
え
で
、
偏
見
な
く
評
価
さ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
る
べ
き
優
品
佳
作
の
作
品
の
こ

と
を
い
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

呉
昌
碩
の
「
雪
山
飛
瀑
図
」
は
、
詩
、
書
、
画
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
合

わ
さ
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
雪
景
の
本
質
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
傾
注
し
て

制
作
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
呉
昌
碩
は
「
詩
」「
書
」
で
あ
え
て

花
卉
画
家
の
陳
率
祖
の
名
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
不
得
手
と
さ
れ
た
「
画
」
の
山

水
図
に
臨
む
態
度
を
鮮
明
に
し
た
と
い
え
る
。

　
「
雪
山
飛
瀑
図
」
が
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
蔵
さ
れ
て
い
る
意
義
は
、
ひ
と

え
に
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
独
自
性
を
示
す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
呉
昌
碩
の

山
水
図
を
理
解
す
る
う
え
で
も
重
要
な
手
が
か
り
を
含
ん
で
い
る
こ
と
に
あ
る

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 

（
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員
）

註１　

本
稿
は
、
平
成
二
四
年
七
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
橋
本
末
吉

が
拓
い
た
地
平
」（
於
大
阪
市
立
美
術
館
）
に
て
発
表
し
た
「
呉
昌
碩
の
山
水
図
に
つ

い
て
│
日
本
人
コ
レ
ク
タ
ー
の
視
点
か
ら
」
の
内
容
に
加
筆
・
修
正
を
ほ
ど
こ
し
た

も
の
で
あ
る
。

２　

呉
民
先
「
缶
廬
拾
遺
」
王
个
簃
等
編
著
『
回
憶
呉
昌
碩
』
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、

一
九
八
一
年
、
三
五
頁
。

３　
「
同
雲
扶
天
風
落
葉
、
枯
桑
知
風
不
知
雪
、
巻
簾
雪
已
深
尺
余
、
明
歳
豊
登
真
快
絶
、

吟
詩
自
苦
髯
欲
無
、
渉
世
将
跛
足
未
折
、
漢
碑
挂
眼
三
宿
行
、
秦
詔
甘
心
二
世
滅
、

征
蒙
何
不
如
破
蔡
、
相
無
裴
度
愁
肘
掣
、
唐
時
刻
石
伝
之
書
、

蝕
題
名
生
紫
纈
、

往
事
不
須
挂
歯
頬
、
時
代
維
新
悪
瑣
屑
、
梅
辺
且
坐
滄
浪
天
、
寒
極
春
回
驚
一
瞥
、

瓊
瑶
可
踏
公
来
歆
、一
事
難
明
仗
公
説
、食
雪
呑
氈
無
一
人
、今
日
臣
心
冷
似
鉄
、」『
缶

廬
集
』
巻
二
。

４　

款
識
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
。「
独
樹
老
／
夫
家
、
／
雨
山
先
生
属
写
、
為
擬
／
梅
道

人
筆
意
、
甲
寅
／
五
月
、
呉
昌
碩
、」。

５ 

長
尾
正
和
「
山
水
図
（
画
題
解
釈
）」
長
尾
・
鶴
田
武
良
編
『
呉
昌
碩
』
講
談
社
、
一

九
七
六
年
、
一
五
二
頁
。

６　
『
墨
林
今
話
』
巻
四
。

７　

何
力
「
明
清
時
期
湖
南
画
家
芸
術
成
就
及
其
歴
史
処
境
透
析
」『
美
術
大
観
』
二
〇
〇

七
年
九
期
、
二
八
頁
。

８　
『
墨
香
居
画
識
』
は
「
工
画
水
墨
花
卉
、
奇
情
勃
発
、
機
趣
横
生
、
洵
称
能
手
、」（
巻

二
）
と
あ
り
、
山
水
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。『
海
上
墨
林
』
は
「
工
水
墨
花
卉
昆

虫
魚
鳥
機
趣
横
生
、
兼
擅
山
水
、」（
巻
三
）
と
あ
り
、『
中
国
美
術
家
人
名
辞
典
』（
一

九
六
三
年
）
は
「
画
水
墨
花
卉
、
禽
虫
及
松
石
、
筆
意
縦
恣
以
造
化
為
師
、
為
雍
乾

間
写
生
能
手
、
間
作
山
水
、
気
韻
亦
佳
、」
と
評
す
る
。

９　

呉
邁
編
『
缶
廬
老
人
詩
書
画
第
一
集
』
昌
明
芸
術
専
科
学
校
、
一
九
二
九
年
褚
徳
彝

題
僉
。

10　

こ
の
山
水
図
巻
は
呉
昌
碩
自
得
の
品
と
し
て
身
辺
に
お
い
て
愛
玩
し
、楊
峴
、鄭
孝
胥
、

高
邕
、
王
国
維
、
陳
三
立
ら
に
跋
を
求
め
た
。
韓
天
衡「
呉
昌
碩『
壬
辰
山
水
八
紙
巻
』」

『
検
察
風
雲
』
二
〇
一
二
年
四
期
、
八
五
頁
。

11　

第
三
図
の
款
識
は「
聴
松
、／
其
人
豈
李
少
温
之
流
亜
邪
、／
無
知
今
世
有
呉
苦
鉄
否
、」

と
、
第
四
図
は「
柳
眼
盼
新
晴
如
／
人
、
渇
睡
醒
渉
江
／
官
渡
、
晩
題
竹
／
仏
鐙
青
斎
、

散
鳥
／
求
食
月
明
魚
、聴
詮
客
帰
門
／
掩
処
、応
有
白
雲
停
、／
遊
立
雪
闇
詩
、老
缶
、」
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と
読
め
る
。

12　
『
缶
廬
集
』
巻
四
。

13　
『
缶
廬
別
存
』
旧
刊
本
自
序
。

14　

青
山
杉
雨
「
呉
昌
碩
記
要
」『
呉
昌
碩
の
画
と
賛
』
二
玄
社
、
一
九
七
六
年
、
二
二
五

│
二
二
六
頁
。
青
山
に
よ
れ
ば
、
落
款
で
名
が
挙
が
る
主
な
画
人
は
以
下
の
と
お
り
。

宋
の
文
同
、
金
の
王
庭
筠
、
元
の
呉
鎮
、
明
の
陳
淳
、
徐
渭
、
孫
克
弘
、
陳
継
儒
、

清
の
石
濤
、
笪
重
光
、
八
大
山
人
、
惲
寿
平
、
王
原
祁
、
程
邃
、
高
鳳
翰
、
李
鱓
、

金
農
、
黄
慎
、
鄭
燮
、
李
方
膺
、
銭
載
、
朱
筠
、
汪
士
慎
、
羅
聘
、
陳
撰
、
張
賜
寧
、

黄
易
、
奚
岡
、
張
問
陶
、
姚
燮
、
呉
譲
之
、
周
棠
、
趙
之
謙
、
張
学
広
、
傅
濂
。

15　

邢
捷『
呉
昌
碩
書
画
鑑
定
』天
津
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
一
二
│
一
四
頁
。

16　

園
田
湖
城
が
箱
書
き
を
著
し
た
作
品
は
、
仇
英
筆
「
高
士
観
瀑
図
」（
一
九
四
九
年
揮

毫
、
以
下
同
）、
文
徴
明
筆
「
秋
光
泉
声
図
」（
一
九
四
九
年
）、
八
大
山
人
筆
「
荷
花

小
禽
図
」（
一
九
五
〇
年
）、
黄
易
筆
「
秋
溪
繋
舟
図
」（
一
九
五
一
年
）
で
、
昭
和
二

五
年
（
一
九
五
〇
）
前
後
に
集
中
し
て
い
る
。

17　
『
缶
翁
回
顧
展
目
録
』
同
風
印
社
・
陽
明
文
庫
同
好
会
、
一
九
五
二
年
。
同
展
に
は
、

園
田
湖
城
、森
岡
峻
山
、長
尾
正
和
ら
関
西
在
住
の
収
集
家
か
ら
計
一
六
〇
点
の
書
画
、

冶
印
、
印
譜
な
ど
が
出
品
さ
れ
た
。
湖
城
所
蔵
の
作
品
は
「
茘
芝
図
」（
七
十
七
才
）、

「
大
吉
図
」（
七
十
五
才
）、「
五
合
図
」（
七
十
二
才
）、「
白
衣
大
士
図
」（
七
十
一
才
）、

「
蓮
華
図
」（
同
）、「
尋
檀
園
詩
意
図
」（
六
十
九
才
）、「
扇
面　

臨
石
鼓
缶
廬
詩
図
」、

石
印
「
蒲
華
」（
六
十
一
才
）、
石
印
「
蒲
作
英
」（
四
十
三
才
）、
石
印
「
作
英
」、「
呉

缶
廬
印
存（
観
自
得
斎
本
、
光
緒
二
十
八
年
刊
）」、「
端
渓
硯　

刻
銘
沈
石
友
旧
蔵
」、

「
沈
石
友
硯
譜
」の
一
三
点
。
な
お
、
出
品
者
の
な
か
に
橋
本
末
吉
の
名
は
見
え
な
い
。

18　
『
呉
昌
碩
絵
画
│
呉
昌
碩
と
そ
の
周
辺
』
展
図
録
、
本
間
美
術
館
、
一
九
七
五
年
。
本

展
に
は
三
九
点
の
呉
昌
碩
作
品
が
出
品
さ
れ
た
が
、
山
水
図
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

19　

座
談
会
「
呉
昌
碩
に
つ
い
て
」『
墨
美
』（
特
集
・
呉
昌
石
）
一
五
号
、
一
九
五
二
年

八
月
、
七
頁
。
ち
な
み
に
、
湖
城
の
い
う
「
観
音
図
」
は
、
七
十
一
才
作
の
「
白
衣

大
士
図
」
で
あ
る
。

20　

松
村
茂
樹
「
呉
昌
碩
の
潤
格
」『
呉
昌
碩
研
究
』
研
文
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、
三
八
│

三
九
頁
。

21　
「
呉
江
霜
落
図
」（
七
十
八
才
）、「
山
水
図
」（
七
十
一
才
）、「
松
陰
話
古
図
」（
同
）、

「
山
水
図
」（
六
十
九
才
）、「
尋
檀
園
詩
意
図
」（
六
十
九
才
）、「
山
水
図
」（
同
）。

22　

詳
し
く
は
、
松
村
茂
樹
「
松
丸
東
魚
と
呉
昌
碩
」『
松
丸
東
魚
の
全
貌
│
捜
秦
摹
漢
の

生
涯
』展
図
録
、
同
展
実
行
委
員
会（
主
催
・
毎
日
新
聞
社
・
毎
日
書
道
界
会
、
会
場
・

国
立
新
美
術
館
）、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

23　

松
丸
東
魚
「
解
説
」『
呉
昌
碩
書
画
集
』
西
東
書
房
、
一
九
五
八
年
、
頁
数
な
し
。

24　

小
林
斗
盦
「
呉
缶
翁
の
芸
術
」
謙
慎
書
道
会
編
『
呉
昌
碩
の
す
べ
て
』
二
玄
社
、
一

九
七
七
年
、
二
一
七
頁
。

25　
「
山
居
図
」
の
題
識
は
次
の
と
お
り
。「
世
味
軽
如
嶺
上
雲
、
不
知
有
漢
不
知
秦
、
／

商
量
漫
著
捜
山
屐
、坐
著
梅
辺
裳
別
／
春
、淇
泉
十
一
先
生
索
画
山
水
、勉
／
力
報
命
、

不
直
一
咲
也
、
呉
俊
、」。

26　

前
掲
、
小
林
斗
盦
「
呉
缶
翁
の
芸
術
」、
二
一
七
頁
。

27　

呉

木
口
述
・
呉
嬰
記
録
、
松
村
茂
樹
訳
「
缶
廬
事
跡
拾
遺
」
松
村
茂
樹
編
『
呉
昌

碩
談
論
│
文
人
と
芸
術
家
の
間
』
柳
原
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
七
頁
。

28　

鄭
逸
梅
『
芸
林
散
葉

編
』
中
華
書
局
、
一
九
九
五
年
、
三
三
頁
（
原
刊
は
『
芸
林

散
葉
』
一
九
八
二
年
）。

29　

こ
の
図
の
款
識
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
。「
経
霜
老
樹
耐
寒
天
、／
臨
水
虚
亭
夕
照
辺
、

／
十
支
戻
紅
飛
不
到
、
／
一
痕
山
影
澹
於
煙
、
／
壬
子
長
夏
、
過
趙
生
雲
壑
処
、
／

見
張
瑞
図
立
幅
、
筆
意
高
逸
、
／
神
韻
精
絶
、
為
臨
一
過
、
／
安
吉
呉
昌
碩
老
缶
、」

30　

題
詩
落
款
は
次
の
よ
う
に
読
め
る
（
以
下
同
）。「
老
松
大
壑
作
龍
眠
、
雪
／
圧
風
欺

不
計
年
、
何
日
偽
／
塵
皆
滌
尽
、
呼
龍
茗
上
去
／
耕
雲
、
甲
寅
十
一
月
、
／
呉
昌
碩
、」

31　
「
雪
塵
雲
荒
寿
幾
千
、
化
龍
嫦
鶴
得
／
何
年
、
梅
燦
材
料
老
人
譏
、
臃
腫
偏
能
得
／
自

金
、
鹿
叟
属
写
為
擬
江
上
外
史
、
仏
経
云
不
似
／
之
似
是
為
大
似
、
此
画
有
焉
、
乙

卯
元
旦
試
筆
／
於
海
上
篆
雲
楼
中
、
安
吉
呉
昌
碩
、」

32　
「
秋
暑
擺
不
脱
、
画
雪
兼
氷
／
霜
、
烹
雪
鳴
松
風
、
涼
意
湔
肝
／
腸
、
刳
腸
一
詩
成
、

東
野
談
芬
芬
、
／
大
書
如
石
経
、
刻
画
南
山
岡
、
／
乙
卯
初
秋
、
呉
昌
碩
、」

33　
「
朝
来
放
鶴
未
曽
還
、
料
／
峭
紫
扉
手
自
関
、
江
上
梅
華
／
勒
不
住
、
断
雲
流
水
想
孤

山
、
／
戊
午
良
月
、
／
呉
昌
碩
年
七
十
有
五
、」

34　
「
同
雲
古
樹
但
号
空
、
游
到
／
無
人
鳥
亦
窮
、
羨
煞
囲
炉
煨
芋
／
火
、
焔
騰
騰
地
坐
春

風
、
／
已
未
二
月
、
呉
昌
碩
年
七
十
有
六
、」

35　

丁
羲
元
「
平
生
足
跡
半
天
下
│
呉
昌
碩
山
水
人
物
画
論
」『
名
家
翰
墨
』
三
八
号
（
呉

昌
碩
山
水
人
物
画
特
集
）、
一
九
九
三
年
三
月
、
二
二
│
二
六
頁
。

36　

橋
本
末
吉
「
呉
昌
碩
絵
画
│
呉
昌
碩
と
そ
の
周
辺
」『
呉
昌
碩
絵
画
│
呉
昌
碩
と
そ
の

周
辺
』
本
間
美
術
館
、
一
九
七
五
年
、
六
頁
。




